
ⅦⅠ 研究開発

肝炎研究10カ年戦時 (載諸 芸讐 慧讐 慧 警 誓年度,

平成28年度
中間見直し

◆肝炎研究の戦時
H20年度～

@ - - I

【El的】8型肝炎.C型肝炎の治標成績の向上
を目指し､肝炎に関する臨床.基礎･疫宇
研究等を推進する｡

【中間見直し】

H24年度- H28年度

[:蛋 垂 :〕 一 一 ｣ 空 空 ]･･- - - .,

:諾 慧 霊芝認 諾 諾 :㌫ 窟7認 諾 諾 票完成舶 標'の

追記､修正 .霊 二監 対策如 指針を反映

戦時目標 (H33年度まで)
《研究成果目標》 ･x研究内容自任のアウトTtyト(新設)

臨床研究 B型肝炎 :ウイルス排除を可能とする治療薬･治療法を開発し､臨床試験･臨床応用につなげる

C型肝炎 :薬剤耐性ウイルスに効果のある治療薬･治療法を開発し､臨床試験･臨床応用につなげる

肝硬変 :線維化の改善に責する治療薬･治療法を開発し､臨床試験･臨床応用につなげる

肝がん .肝発がん､再発を予防する治療薬･治療法や予知する検査法･診断法を開発し､臨床試

験･臨床応用につLj:ける

基礎研究 各領域で基礎研究を推進し､臨床応用に責する成果を獲得する

疫学研究 肝炎総合対策に係る施策の企画､立案に資する基礎データを獲得する

行政研究 肝炎総合対策の推進に資する成果を獲得する

《治療成雑目標》 ※研究成果等を踏まえたアウトカム (現状を踏まえた見直し)

(1)抗ウイルス療法による5年後のB型肝炎のHBs抗原陰性化率 盟旦地

(2)C型慢性肝炎､代償性肝硬変におけるSVR率 約90%以上う約95-100

%(3)非代償性肝硬変(child-PughC)における50%生存期間 約18ケ月う約24

ケ月(4)肝硬変からの肝発がん奉 B型肝硬変 組呈出 C型肝硬変 約 5-8%う約3-5%



平成29年度 肝炎等克服政策研究事業

広

島大学大学院等二諾~一般 28 30 田中 純子 医歯薬保健学研究院
疫

学･疾病制御宇lE芸諾~一般 29 31 是永 匡紹

芸 二欝 指定 29 31 考藤

達哉芸雷 指定 29 31江口 有一郎芸二慧~指

定 29 31 八橋 弘｢芸漂-指定 29 31 山内 和志 肝炎ウイル

ス感
染状況と感染後の長期経過に関する研究

国立国際医療研究七 職域等も含めた肝炎ウイルス検査受検輩向上と
ンタ一･肝炎免疫研 陽性者の効率的なフォローアップシステ

ムの究センター国立
国際医療研究センター･肝炎免疫研
究センター

佐賀大学長崎医療セン

ター国立感染症研究所

開発･実用化に向けた研究

肝炎の病態評価指標の開発
と肝炎対策への応用に関する研究

肝炎ウイルス検責受検から
受診､安原に至る肝炎対策

の効果検書正と拡充に関する研究

肝炎ウイルス感染者
の偏見や差別

による被害防止への効果的な手法の確立に関する研究

肝炎等克服政策研究事業の企画及び評価に関する研究 40′

00045′00040′00040.00010′00

01｣ L 2.000｢肝 炎 の 病 態 評 価 指 標 の 開 発 と肝 炎 対 策 へ の 応 用 に 関 す る 研 究 ｣ に つ

い て(考藤班 29年度～31年度)〇日的
肝炎対策

基本指針改定によ り設定された ｢肝硬変､肝がんへの移行者の減少の実現｣に資することを目指 し､各事業､医療実施主

体別 に事業実方臥 医療提供の程度 と質を評価 する指標を作成する｡○内容事業 ･医療の実施主体別 に言判酎旨標候補を作成 し､専門家パネル委員による検討を踏 まえ指標候補

を確定する｡これ らを自治体や拠点病院等に提言 し､各実施主体毎の

事業実施計画に反映させる等を実施 し､その後の経過 においても言刊面･再検証を継続する｡○スケジュール (予定)H29年度 12月 2-

3月H30年度以降I･0 0..評 lil1 拠点病院や自治体での試験運用

●肝硬変移



｢肝炎ウイルス検査受検から受診､受療に至る肝炎対策の効果検証と拡充に関する研究｣

(江口班 平成29-31年度)

〇日的

受検.受診･受療･7オローアップの推移の実態.各ステップにおける課題を正確に分析する｡また､その課題の解消に資する
肝炎医療コーディネーターに対する教育システムを整え､コーディネーターが効果的に活動できる体制を構築し､肝炎医療の
拡充を図る｡

○スケジュール(予定)

H29年度 1)拠点病院や自治体で

教育システム等の試験運用

を開始2)肝炎情報セン

ターと協力し､全国展開を進める｢肝炎ウイルス感染者の偏見や差別による被害防止への効果

的な手法の確立と肝炎に関する教育現場に

おける普及啓発方法に関する研究｣について (ハ橋班 29年度～31年度)〇日的 肝炎対策基本指針において､肝炎患者等が不当な差別を受けることなく社会において安心して暮らせる環境づくり
を目指すとしており､そのための具体的･効果的な手法の確立を目指した研究を行う｡また､肝炎に関する教育

の現状と課題を把握し､普及啓発方法等について検討した上で､教材を作成し､その効果を検証

する研究を実施する｡○内

容l 月fPi 実害7%3g琴器 崇 (彰 (1
年目) 差別､偏見の実態解

析② (1年自) I東京肝臓友の会 差別偏見事例



第20[司 肝炎対策稚進協議会

平成29年 11月6日

平成28年度

全国肝疾患診療連携拠点病院

現状調査と肝炎情報センターの活動

国立研究開発法人国立国際医療研究センター

肝炎･免疫研究センター肝炎情報センター

考藤 達哉

◎ :eo:Tnroc.hcCe慧 i-GHbeM荒 .nhdo.:nMUen.duo.≡:
∩⊂GH

地域における肝疾患診療体制のイメ-ぎ (支援含む)

全



複数の拠点病院がある都道

府県北海道 ヒ

海道大学病院川医

科大学病院幌医科大学附属病院秋田県 田大学医学部附属病院

市立秋田総合病院茨城県

日立緒全病院-医科大学茨城医療センター

栃木県 自治医科大学附属病院協

医科大学病院東京都 の門病l完武蔵野赤
十字病院神奈川県 浜市立大学附属市民捻

合医療センター聖マ

リアンナ医科大学病院ヒ里大学病院

海大学医学部付属病院富山県 富山県立中央病院市立砺波総

合病院静岡県 天皇大学医学部附属静岡病

院浜松医科大学医学部附属病院 愛知県 古屋

市立大学病

院愛知医科大学

病院田保健衛
生大学病院古屋大学医学部附属病院

滋賀県 津赤十字病

院京都府 ~ 大 医 員~
馨府立医科大学附属病院

大阪府

阪大学医学部附Jt病院

関西医科大学冶合医療センター

' 畿大学医学部附属病院

歌山県 ノヽ歌山県立医科大学附Jt病院

広島県 島



肝疾患診療連携拠点病院の現状章調
査国立研究開発法人国立国際医療研究センター肝炎.免疫研究センター肝炎情

報センタ-○平成28年度分につき､平成29年7月に調査し全7
0拠点病院から回答を得た (一部､未回答項目

あり)｡○過去の調査結果との比較集計を行った｡
平成21年度
平成22年度
平成23年度
平成24年度
平成25年度
平成26年度
平成27年度 (平成22年

5月に調査)(平成23年
7月に調査)(平成24年1
2月に調査)(平成25年1
2月に調査)(平成26年1
0月に調査)(平成27年
9月に調査)(平成28年7月に調査) :55

病院から回答:66
病院から回答:70
病院から回答:70
病院から回答:70
病院から回答:70
病院から回答:70

病院から回答○一部､平成27年度から新たに調査した項

目を含む｡◎ ･･- h亡
--- -- -

rlCGHFF疾患脚 i (平成28年度分)

平】亜2且甜(平曲2姓 4月lB～平触 ら3月31Ea)の状況m lT措

3tT乱 l監 盟 濫 濫 王監 濫 濫 濫 監 - - - - .- ･1- ,出 ･- l糾 される…1.1i,7 ...rp鰐一郎-jigユ.

JtM 脚 =つい1)蜘 院も2)捕 縛壬年月日3)脚 床

のホ-ムページのURL払 載え下～Ll4)1榊 の書MEE蒋iI臣の人赦 日本肝1事会書rlg [コ 人. 日- 九玲 抱け医 [コ 人一

E強 制 伽 事会耶 臣 [:コ 人用 土l日暮.支廿センターのPIl



肝疾患診療連携拠点病院数 肝疾患相談･支援センターの設置
n=70

平J121軸 ¥■22年丘 平&2384 平Jl244止 事J125年よ TJ826細 事■27細 字▲28年l JPd21年Jl甲JA22年dr叫 ヱ沖■ 平■24稚 TJt25fdE平JI26年zlJFJL27相 和 28柑

◎ ･･-･L- - .- ---
r

l⊂GH7相談件数

2皿日日日日日日〓日日=2

4叩

■

■

■
t

l
1

⊥8叩
■

■

1

⊥

1叩■■■■■■■■

t
9gI

=

一

⊥平成22年度 平成23年度 平成24年度平成25年度平成26年度平成27年度平 成28年度

㊨

･e-ChC-
H
--h-U-y

n⊂(;H8

-45-

教

o

o

件

oo

oo

訟

U1.

0

【R
-

3

･

3

■.い‖

0

0

0



各ブロック別相談件数

-北海道東北 - 関東甲信越 一乗海北陸 -近畿 - 中国四国 一一九州

相談件数

12000

平成23年度 平成2

4年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度. 寧 l･∴ :: 二･:･∴;:-∴

:I相談業務の担当者数平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平

成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度*グラフ内の数値は施設数
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回答数
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主な相談対応職種 (複数回答)
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J平 成21年度■平成22年度●平成 23年度■平成24年度■平 成25年度 ■平成26年度 ■平成27年度 II平成28年度

. 争 二･= こ ･,: ∴:･Lニ :-二で :･

病気自体に関して

病気の治療に関して

医療旦助成制度

に槻して肝炎ウイルス検査について

相談内容



相談員用q&A ∩-70

施設数
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市民公開講座の実施 n=70
施設数

80

70
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0

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度



家族支援講座の実禦 7｡

ー50- H 28年

度◎ Lei=hcC.nb&N .･



コーディネーター養成の実施
∩=70

2500(A)

コーディネーター養成人数*

平成26年度 平成27年度 平Ja28年度 平成23年度 平成24年度 平脈 5年昏 平成26年度 平成27

年度 平成28年度*拠点



コーディネーター養成の実施
(ブDツク別)
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肝炎専門医療従事者研修の実施 ｡-70

平成27年度 平成

28年度◎ TAT ccX bbdSm QT= kryq yb
rlCG

H一般医療従事者研修の



施設数
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施設数
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肝疾患診療連携拠点病院等連絡協議会の実施回数 ∩=70

平



肝炎ウイルス陽性者注意喚起･受診勧奨の取組み
(複数回答)

∩-70

平成28年度

◎ ユ芯 hccX :pb& pdN% -dmG
HCLLGij平成27年度

肝炎ウイルス陽性者注意喚起･受診勧奨の取り 組み

(ブロック 別)
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●情報発信ホームページ､Facebookの更新 ･

運用●連携強化拠点病院活動現状調査と結果の共有

肝炎対策地域ブロック戦略会議の開催拠点病院事業評価指標の運用 (研究班との連携)●

研修充実研修会の充実とアーカイブ資料提供相談員業務支援ツールの運用

肝炎医療コーディネーター養成支援
29
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○平成28年度から新たに開始

された会議○参加者 :拠点病院､都道府県､

肝炎対策推進室､肝炎情報センター○全国を①北海道･乗北､②関東甲信越､③東海北陸､④
近畿､⑤中国四国､⑥九州の6ブロックに分けて､肝炎

対策に係る各地域での課題解決に資する情報提供､連携協力体制構築などに資する会議を開催するもの○平成28
年度開催日程等北海道･東北 : 平成28年10月 4日 山形市保健センター
閑乗甲信越 : 平成28年10月21日 山梨県立国霊館
東海北陸 : 平成28年 9月 2日

安保ホール近畿 :中国四国 :九州 :

平成28年10月28日 あべ
のノUレカス平成28年10月31日 ホテルJALシ
ティ松山平成28年 9月27日 JR博多シテ

ィ◎ .･- ec- -
脚 - - I.- ,

n⊂GMH 28年度 近畿ブロック会議拠点病院からのご発表E)大阪市立大学医学部附A病院･検診施設と連携した肝

炎患者囲い込みの取組み･関連病院

と連携した受診勧奨の取組み･芸能人を活用した普及啓発活動の紹介等口奈良県立医科大学附JL病院･県の肝疾患医

療体制と肝炎対策関連事業の実績･県の課題と対策･拠点病院事業活動報告･電子カルテシステムを利用した受診

勧奨の取組み など参加者 (計76名) 平成28年10月28日 あべ
のJUレカス福井県､滋賀県､大津市､京都府､京都市､兵庫県､神戸市､姫路市､尼崎市､西宮市､大阪府､高槻市､東大

阪市､枚方市､豊中市,釈市､奈良県､奈良市､羽】歌山県､手口歌山市福井県済生会病院､滋賀医科大学医学部附属病院､大津赤十字病院､京都府立医科大学附属病院､大

板市立大学医学部附属病院､大阪大字医学部附属病院､大阪医



● 受検率 ･陽性者受診率向上のための
方策は?目標をどう設定すべき

か?● 職域検診とのタイアップ方法､就労支援のあり方は

?● 肝炎医療コーディネーターの養成配置と認定は?
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｢肝炎の病態評価指標の開発と肝炎対策への応用に関する研究｣(考藤班 29年度～31年度

)〇日的肝炎対策基本指針改定により設定された｢肝硬変､肝がんへの移行者の
減少の実現｣に資することを目指し､各事業､医療実施主体別に事業実施､医療提供の程度と質を言判面する指標を

作成する｡○内容事業･医療の実施主体別に評価指標候補を作成し､専門家パネル委員にJ:る検討を踏まえ指標候
補を確定する｡これらを自治体や拠点病院等に提言し､各実施主体毎の事業実施計画に反映させる等を実施し､その後の経過におい

ても評価･再検証を継続する｡○スケジュール (予定)H29年度 12月

2-3月 _H30年度以降拠点病院や自治



肝疾患患者相談支援システムについて

■ 政策､制度概要

本システムでは､拠点病院等における相談自害が､肝炎患者からの様々な相談内容を個人情報に十分に配慮して記録･検索･紹

蓋し また､それをデータぺ-ス化することで､個々の事例に適した対応ができるよう､補助ツーJLtしての活用が期待され､全国的
な相談員の質の均てんイuこより､肝炎患者の悩みの軽減や生活の質の向上へとつなL

W きる｡■ 主な関係者と役割 tt占､メール､面P

i等相談i(医

師.蛸師､暮書削■且等)[≡∃ [≡∃[垂司[垂∃ 衰 ｢ 簡 ∃最

上 匿 〕肝疾患患者相談支援システム導入に伴う効果につ

いて【全国の相談内容の動向把握､一部の情報の共有化】
> 自施設だけでなく､全国の拠点病院間の相談内容の動向の把握､一部

相談内容の情報の共有ができる○共有に際しては個

人情報に配慮するo【利便性の向上】>各相談対応者が自



肝炎対策に関する英語論文

○ 我が国の肝炎対策を海外に紹介するため､肝炎情報センターと厚生労働省の共著による
英語論文を執筆し､平成29年3月にHepatologyResearch誌に掲載された｡

http://on日neIibrary.wilev.com/doi/10.llll/hepr.12897/full
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